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Summary

　To　establish 　a　new 　grafting　system 　for　the　propagation　of 　citrus 　relatives ，　tests　were 　conducted 　on 　the　method 　of

grafting，　age 　of 　rootstocks 　and 　scions ，　adaptation 　of 　grafted　plants，　etc．　Peeling　the　seeds 　and 　keeping　them 　at　25
℃ in　an 　incubator　 madc 　uniform 　their　germination　and 　gTowth．　Cut− grafting　and 　fixat藍on 　of 　the　graft　 with

cellophane 　tape　were 　effective　for　the　propagation．　For　calli　to　form　and 　the　grafted　plants　to　survive ，
　it　was

necccssary 　to　keep　them 　in　high　humidity　by　placing　them 　in　 vinyl 　bags．　On　the　mutual 　grafting　of　tTifoEiate

orange （Poncirus　trifoliata　Raf．）and 　its　crooked 　stTain　Tlyiog　Dragon ’

，the　percentage　of 　plants　that　survived 　 was

high　when 　scions　a吐3to　4　weeks 　of 　age 　were 　grafted　onto 　scedlings 　2　to　3　weeks 　old ，　Young 　citrus 　shoot 　scions

picked　from　seedlings 　weTe 　glafted　onto 　young 　seedling 　rootstocks 　of　trifoliatc　orange ，　and 　the　rate 　of 　success 　was

more 　than　90％．　While，　when 　the　scions　were 　picked　from　twigs，　the 丁ate 　of 　success 　valicd 　flom　O％ to　IOO％

depcnding　on 　the　varicty ，　Using　this　new 　grafting　system ，wo 　will 　be　able 　te　propagate　citrus 　relatives 　rapidly
，
　and

clarify　the　influence　of　interstocks　on 　the　growth　and 　physiology　of 　the　plants．
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緒 　　言

　我 が 国 の カ ン キ ツ 台木に は，耐病性，耐寒性，果実品

質
・
収量性 の 優れ る カラ タ チ が広 く普及 して い る．一方，

カ ラ タ チ の 屈曲型変異系統 で あ る ヒ リ ュ ウ （P．trlfotiata

var ．　monstros のの わ い 化 ’ 品質向．h効果 が報告され て い

る （Bittersら，1979；小林 ら．ユ995）．しか し，ヒ リ ュ ウの

根系 は狭 く（内田 ・清水，1997），夏季に 干害を 受 け や す い

地域 で は
， む し ろ中間台木と して の 利用 が考え られ る．ヒ

リ ュ ウ 中間台木の育成方法は，2 ・3年生の カ ラ タ チ に ヒ

リ ュ ウ を接 ぎ木 し，翌年さ ら に 穂品種を接 ぐの が一
般的

で （湯浅，ユ997 ）育成期 間が 長 い ．特殊 な 接ぎ木法 と して

茎頂接ぎ，簡易茎頂接ぎ，胚芽接ぎな どが報告さ れ て い

る （高原 ら，1981；中谷，1987）が，い ずれ も熟練 した 技

術が必要で あ り，ま た，中間台木 の 育成方法 として は検

討 され て い な い ．

　本報 で は，カ ン キ ツ 類 に お け る 中間台木苗 の 迅速 ・効率

的な育成法を確立す るた め，発芽後 1 ヶ 月程度 の 幼 い 実生

（幼実生 ）へ ，実生お よ び 旧枝由来の 新梢 を接 ぐ接ぎ木法
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の 諸条件を検討 した．そ の結果，カ ラ タ チ属 　シ トレ ン

ジ類，キ ン カ ン 属 　カ ン キ ツ 属 ，お よ び 育成品種 の 幼実

生 か ら採取 した新梢を カ ラ タチ幼実生 へ 接 ぎ木す る こ と

が 可能な こ と，ま た，旧枝 か ら発生 した 新梢 で も穂木と

して 使 え る こ と を明 ら か に した ，こ の 接 ぎ木法 は ，中間

台木 の 育成 の 他，カ ン キ ツ類実生 の 増殖，細 い 穂木の増

殖 に 用 い る こ と が で きる と考え られる．

材 料 お よ び 方 法

1．実 生 の 養 成 法

　近 畿中国四国農業研究セ ン タ ー内に栽植 さ れ て い る カ

ラ タ チ， ヒ リ ュ ウ な どの カ ンキ ツ類の樹か ら，秋季に果

実を採取 した．果実か ら種子を取 り出し，殺菌 乾゚燥後 ビ

ニ ル 袋に 密閉して 冷蔵庫で 保存 した，翌春，種 子を次亜

塩素酸ナ ト リ ウ ム 1％水溶液で 1時間殺菌し，水 で 洗浄

した後試験 に 供試 した．1999年 2月，実生 の 養成法と し

て 種子 の 剥皮の 必要性，剥皮方法，播種時期，播種用資

材 （バ
ー

ミキ ュ ラ イ ト，ピートモ ス，お よ び そ の 混合物）

を検討 した．剥皮後多胚性品種 に つ い て は 多胚 と確認 し

た 種子 の み を選び，播種用育苗土 が 入 っ た プ ラ ス チ ッ ク

製の容器に播種 し，25℃ の イ ン キ ュ ベ ー
タ
ー

内の 蛍光灯

連続照射下 で 実生 を養成 した．
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2，接 ぎ 木 ・
馴 化 法

　1999年 3月，茎長 5−−10　cm の カラ タ チ実生を用い ，台

木 と穂木の 調整法，接ぎ木方法 （割り接ぎ と寄 せ接 ぎ），接

ぎ木部 の 固定資材 （セ ロ フ ァ ン テ ープと接ぎ木用 テ
ープ ）

を検討 した．ま た，接ぎ木後 の 保湿 の 必要性，馴化方法

に っ い て も検討 した ，接ぎ木苗は再び プ ラ ス チ ッ ク製容

器 に 植え付 けて イ ン キ ュ ベ ータ ー内に置き ，
25℃蛍光灯

連続照射下 で 2週間養成した ，

3．カ ラ タ チ と ヒ リ ュ ウ と の 相 互 接 ぎ 木

　 2000年 2月か ら 3月 に か け 1週間 お きに 3回，普通系

カ ラ タ チ と ヒ リュウ の 種子 を剥皮 して 播種 し，実生を養

成 した．剥皮約 2・−4週 間後 に あ た る 3月22 日 に実生を掘

り上げ，カ ラ タチ は ヒ リ ュ ウ に ，ヒ リ ュ ウ は カ ラ タ チ に

上記 の 試験で 確立 した 手法を用 い て 接ぎ木 した ．剥皮 2

週間後の実生 は 未展葉 で 穂木 の 長 さが 2−・・3・cm だ っ た が，

剥皮 4週 間後 に は 葉が 2〜4枚展葉 し穂木 の 長さ が 7−・ユO

cm に 達 して い た ．活着率 と茎長 の 調査は接ぎ木 10 ヶ 月

後 に 行 っ た．な お ，
ヒ リ ュ ウ 実生 は 屈曲型を選 ん で 接 ぎ

木し た が，調査時に 直立型 と判明 した 個体 の 茎長 は 調査

結果 か ら除外 し た．

4．幼 実 生 由来 新 梢 の 接 ぎ 木

　 1999年春季，普通系カ ラ タチ の 剥皮 3週間後 の 幼実生

に ，同齢の ポ ン カ ン，
‘
清見

’
，
‘
ノ バ

’
の 幼実生由来の 新

梢を穂木 と して 同様 に 接ぎ木を行 っ た．2000年は普通系

カ ラ タ チ と台木用 カ ン キ ツ 類（キ ャ リゾ シ トレ ン ジ，ダ イ

ダイ，ユ ズ，シ イ ク ワ シ ャ
ー

）との 相互 接ぎ木を行 っ た．

また，寧波キ ン カ ン，福州キ ン カ ン，ユ
ーレカ レ モ ン，土

佐 ブ ン タ ン ，福原 オ レ ン ジ，ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン （
‘
青島温

州
’
）の 幼実生 を普通系 カ ラ タ チ 幼実生 に 接 ぎ木 し た．接

ぎ木時期は 第 1，2葉が完全 に 展葉 した 時点 と した た め，

生 育が 遅 い ウ ン シ ュ ウ ミカ ン は剥皮 4週間後，キ ャ リゾ シ

トレ ン ジ は剥皮 5週間後，そ の 他の 品種は剥皮 3週間後と

な っ た．接ぎ木時の 穂木の 長さ は 5−・10　cm で 品種 に より

異 な っ た．活着 率 と茎長 の 調査 は半年後 に 行 っ た ．

5．旧 枝 由 来 新 梢 の 接 ぎ 木

　 1999年 は普通系カ ラ タ チ幼実生 を台木と し，旧枝 か ら

生育 した 普通系 カ ラ タチ， トロ イ ヤーシ トレ ン ジ ，キ ャ

リ ゾ シ トレ ン ジ，寧波 キ ン カ ン，仏手柑，リ ス ボ ン レモ

ン，ネ ーブル オ レ ン ジ，ス ダチ，ウ ン シ ュ ウ ミカ ン C 宮

川早生
’
，

‘
青島温州

’
），太 田 ポ ン カ ン ，シ イ ク ワ シ ャ

ー，

タ チ バ ナ，シキ キ ツ ，
‘

清見
’

，
t

は る み
’
，
‘
不知火

’
の 硬

化中の新梢を穂木と して 同様に接 ぎ木 した，2000年は普

通系カ ラ タ チ を台木と し，前年 に 活着率が 0％ だ っ た寧

波キ ン カ ン，
‘
青島温州

’

，タ チ バ ナ ，
‘
清見

’
s そ して

‘

はるみ
’
，

‘
不知火

’
を，そ れ ぞ れ接ぎ木時期を前年よ りも

レ 2 ヶ 月遅 らせ て 接ぎ木した．い ず れ の 年 も採穂 に 当た っ

て は な る べ く細 い 枝を選び，葉を ト 2枚残 して 切 り取 っ

た．残 した 葉 の 葉身は約 113を切 り取 り，穂木全体 の 長 さ

を約 6cm と し た が，茎の 太さ の 調整 は行わ な か っ た．活

着率と茎長 の 調査は半年後に行 っ た．

結 　 　果

1、実 生 の 養 成 法

　剥皮 しな い で 播種 した 種子 は，25 ℃ の 条件下で約 1週

間後か ら徐 々 に発根 し始め ， 生育 の 個体 問差も大き か っ

た．こ れ に対 し，外種皮と内種皮を剥皮 し て 播種 した種

子は 3，4 日後に ほ ぽ
一

斉 に発根 し，生育 も均
一

で あ っ た．

した が っ て ，以下 の 実験は種子を剥皮 して 行 っ た ．外種

皮の 剥皮は殺菌 ・吸水直後で も行えたが，内種皮 の 剥皮は

困難 だ っ た．こ の た め，吸水 した 濾紙を敷 い た シ ャ
ー

レ

内に 外種皮を剥皮 した 種子を置 い て 25 ℃ に 保 ち， 内種皮

が柔 らか くな っ た 翌 日 に 剥皮し た．播種 は 内種皮を剥皮

した 直後T 未発根 の 状態で 行 っ て も ほ ぼ均
一

に発根 した，

播種用資材は バ ー
ミキ ュ ラ イ トと ピー

トモ ス を 3 ：1の 割合

で 混合 した 育苗土 が 適 して い た （デ ータ省略 ）．

2，接 ぎ 木 ’ 馴 化 法

　台木用実生 は ， 掘 り上げて 子葉 の 上約 5mm の 上胚軸で

切断し，台木部 の 中央を カ ミソ リで 約 4mm の 深さ に 垂直

に 切 り下 げた．切 り取 っ た 幼実生上部 は，茎の 側面を両

側 とも約 4mm の 長さ で斜め に剃り， 葉は そ の ままの 状態

で 穂木と した．接ぎ木方法は割 り接 ぎが 容易 で あ り（第 1

図 ），寄 せ 接 ぎ は接ぎ木部の 固定 が難 しか っ た ．接ぎ木部

は セ ロ フ ァ ン テ
ープ で 堅 く固定す る方法 が 適 して おり（第

2図 ），伸展性 の あ る接ぎ木用 テ
ープ は 扱 い に くか っ た ．

第 1表 穂木 および台木の 実生齢 が カ ラ タチ と ヒ リュウ との 相互接 ぎ木に おける活着 率 と茎長 に 及 ぼす 影響（2000 年 ）
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接 ぎ木後 は ビニ ル 袋 な ど で 保湿す る必要 が あ り（第 3図 ），

保湿処理 を行わな い と苗 は萎れ て枯死 した，馴化処理は

ビニ ル 袋 に 穴を開 け，室内に 置 い て 慎重に 行 う必要 が あ

っ た，そ の 後，畑土 が 入 っ た 駄温鉢また は プ ラ ン ター
に

移植 し，ビニ ル ハ ウス 内で管理 した．

3．カ ラ タ チ と ヒ リ ュ ウ と の 相 互 接 ぎ 木

　活着率 に 及 ぽ す穂木と台木齢の 影響は，穂木齢が大き

くな る ほ ど 活着率が 高く，剥皮 4週間後で は す べ て 100

％ に な っ た が，台木齢 の 影響は 明 らか で な か っ た．茎長

第 1図　カ ラ タ チ幼実生へ の 割 り接 ぎ部分

第 2 図　セ ロ フ ァ ン テ
ープ に よ る接ぎ木部 の 固定

に 及 ぼ す穂木 と台木齢 の 影響 は，カ ラ タ チ に ヒ リ ュ ウ を

接 い だ 場合 に は 明 ら か で な か っ た．しか し，ヒ リ ュ ウ に

カ ラ タ チ を接い だ場合，穂木齢 （カ ラ タチ ）が大き い ほ ど．

そ して 台木齢 （ヒ リ ュ ウ ）が 小 さ い ほ ど茎長 が優れ る傾向

を示 し，接 ぎ木 しなか っ た実生 と 同程度 の 茎長を示 した

（第 1表 ）．

4．幼 実生 由 来新 梢 の 接 ぎ木

　シ トレ ン ジ類，キ ンカ ン属，カ ンキ ツ属，育成品種 の

代表種 は す べ て 接ぎ木可能だ っ た．活着率 は ほ とん どの

品種 で 90 ％ 以上 だ っ た が ，寧波キ ン カ ン は 60 ％ と低 か

っ た．接ぎ木後の 生育は多胚性品種 は ほ ぼ 揃 っ て い た が，

単胚性品種 の 土佐ブ ン タ ン は個体間差 が 大 きか っ た，台

木用 カ ン キ ツ類の キ ャ リ ゾ シ ト レ ン ジ，ダ イ ダイ，ユ ズ，

シイ ク ワ シ ャ
ーと カ ラ タ チ と の相互接ぎ木を行な っ た と

こ ろ，実生 の ま ま の 茎長 と比較す る と，カ ラ タ チ を 接い

だ 場合 に は茎長が大き く，カ ラ タ チ に接い だ場合に は茎

長が小 さい 傾 向が み ら れ た （第 2表，第 4 図 ）．

5．旧 枝 由 来新 梢 の 接 ぎ 木

　カラ タチ属，シ トレ ン ジ類 ，カ ン キ ッ 属，育成品種 の

代表種 はす べ て 接ぎ木可能 だ っ た．こ の うち活着率が高

か っ た の は リ ス ボ ン レ モ ン，シ キ キ ツ な どで ，逆 に 低 か

っ た の はネ
ーブ ル オ レ ン ジ，ポ ン カ ン な ど で あ っ た，

‘
青

島温州
’

，タチバ ナ，
‘

清見
’

は初年度活着率 が 0 ％ だ っ

た が，翌年は そ れ ぞ れ 85
，
100

，
17 ％ と な っ た．キ ン カ ン

属の寧波キ ン カ ン は，両年 とも活着率が 0 ％ だ っ た ．接

ぎ木後の 茎長は シ トレ ン ジ類，レモ ン，ス ダチ，シ キキ

ツ が大きか っ た が，ネ
ーブル オ レ ン ジ，

‘
青島温州

’

，育

成品種 は小さ か っ た （第 3表，第 5図 ），

考 察

　近年，ウ ン シ ュ ウ ミカ ン な ど カ ン キ ッ 類の 生産現場で

は，園内作業道の 設置 に よ る作業の 効率化，小型作業機

の 導入 に よ る労働強度 の 軽減，樹形改造に よ る勢定 。収穫

第 2表　カ ラ タチ とカ ン キ ツ類 との 相互接 ぎ木に おける活着 率と茎長

　　　　　　　　　　　　　　　 カ ラ タチに接 ぎ木 　　　　　　 カ ラタチ を接ぎ木

種　　接 ぎ木年 剥 皮 目 接 ぎ木 日　 接 ぎ木数 活着率　　茎　艮
”
　　 接 ぎ木数 活着率 　 茎 　長

‘

　　　　　　 （月用 ） （月1目）　 〔本）　 ％ 　 　 cm ）　 　 （本）　 ％ ）　 　 cm

　 　 　 l999　　　3！30　　　4！20

実 生

品 本 数　 茎 　長
：

（本 ）　　 cm

　ポ 　ン 　カ　ン

清 　 　 　 　見

　ノ　　　　　バ

　カ　ラ　タ　チ

キ ャ リゾシ トレン ジ

　ダ イ　 ダ イ

ユ 　 　 　 　 　ズ

　シ イ ク ワ シ ャ
ー

　寧波 キ ン カ ン

　福州キ ン カ ン

　 ユ ーレカ レモ ン

　土 佐ブン タン

　福原 オ レ ン ジ

ウン シ ュ ウミカ ン

2000　 　 2〃 　 　　 一

　 　 　 　刀7　 　 3116
　 　 　 　 　 　 　 卸28

2000　　　2！14　　　　3／6

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3！16
’
値 は平均値 tSD ，調査 日は 1999年 が10月 1日，2000年 が9月 11日
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，
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第 3図 保湿処理 に よ る接ぎ木植 物の 活着促進 の 様子

第 3 表　カ ラ タチ 幼実生 へ の 旧枝由来新梢接ぎ木 に お ける活着

　 　 　 率 と茎長

　 穂木 の 種類　　接 ぎ木 年 接 ぎ木 日 接 ぎ木 数 　活着 率　　茎 　長
丁

一 （ Pt
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 st6　 カ ラ タ チ 　 1999

キ ャ リゾシ トレ ン ジ

トロ イ ヤーシ トレ ン ジ

　 撃波 キン カン

　 仏 　 手 　 柑

　 リスポ ン レ モ ン

　 ネーブル オ レ ン ジ

　 ス 　　ダ　　チ

　 宮 川　早 生

　青 島 温 州

　 太 田 ポ ン カン

　 シ イ ク ワ シ ャ
ー

　 タ　チ　バ 　ナ

　 シ 　キ 　キ 　 ツ

　 清　 　 　 　見

　 は 　 　る　 み

　 不　 知 　 火

　 寧波キン カ ン 　　 2000

　青 島 温 州

　 タ　チ　バ 　ナ

　 清　 　　 見

　 は 　 　る　 　み

　 不　 知 　 火

6tl

5！66

／3Si66t3S167

！4

7〆7

5774453445384345563625540　　　　13．3±Q．8
57　　　　 38．3±7．8
43　　　　 50．3土2．1
050

　　　　22、5±6．5
80 　　　　 24．3圭2．4
33　　　　13．O±O．0
50　　　　25．5土1．5
75　　　　　且6 ア士3．3
D　　　　　 凾
33　　　　 19．肚 0．Q
38　　　　28．3±3．且
o　 　 　 　 　 胴
100　　　　39．7土8、2
D　　　　　 −
80　　　　16．5土4．4
40　　　　　16．肚 2．Q
o　　 　　 　 −
B5　　　　　5．7土 1．4
100　　　　5．5± 1．1
！7　　　　5．O．L2．0
40　　　　 5、5± 17

27 　　　　　6、3士08

第4 図　カ ラ タ チ と シ イ ク ワ シ ャ
ーとの 相互接 ぎ木

左 ： シ イ ク ワ シ ャ
ー実生，中 ； カ ラ タチ 台 シイ ク ワ シ ャ

ー，

右 ：シイ ク ワ シ ャ
ー
台カ ラ タチ （接 ぎ木半年後 ）

　　　　 第5 図　旧枝 由来新梢 を穂 木 と した 接 ぎ木

　　　　　　　　（台木カ ラ タチ，穂木
‘

青 島温 州
’
）

作業 の 効率化 な ど，軽労 ・省力型栽培技術の 導入 が 進 め ら

れ て い る．こ れ ら技術を効果的に普及さ せ る に は T 樹体

の 小型化 ， 低樹高化 が 必要 で あ り，わ い 性台木の導入 が

有望視 される．我 が 国 の カ ン キ ツ 類の 台木は耐病性，耐

寒性，収量
。
品質な ど の 面 か ら カ ラ タ チ が 広 く普及して い

る た め ，カ ラ タ チ の 系統 か らわ い 性台木を 選 ぶ の が賢明

と考え ら れ る．

　カ ラ タ チ に は 多 くの 系統が 存在す る （岩崎，1943；

Shannon ら，1960；岩崎 ・西浦，1963）、こ の うち 屈曲型

変異系統で あ る ヒ リ ュ ウ の バ レ ン シ ア オ レ ン ジ に 対する

‘
値は 平 均値±SD ；調査 日は 1999年 が 10月 1N ，2000年が9月 II目

わい 化効果が Bittersら（1979）に よ っ て 報告さ れ た，そ の

後，Fisher（1985）お よ び Castle（1985）は パ イ ン ァ ッ プル

オ レ ン ジ とグ レ
ープ フ ル ー

ッ に ，Wheaton ら （199 ／）は 4

種類 の カ ン キ ツ に 対す るわ い 化効果を報告した ．我が 国

に お い て もハ ッ サ ク，伊予柑 （河瀬 ・岩垣，1987；河瀬，

1988；河瀬 ，ユ993；高原 ら，1994），青 島温州 （小林 ら，

1995）に対す るわい 化効果，生産効率の 増大，そ して 品質

向上効果 が報告され て い る．

　しか し，ヒ リ ュ ウ は根系の発達 が劣る こ とや （内田 ・清

水，1997），極早生 ウ ン シ ュ ウ に対 して は わ い 化効果が強

す ぎ る と の 報告が あ り，夏季に干害 の 被害を受 けや す い

瀬戸内海沿岸地域や 土壌が浅 い 地域 で は，中間台木 と し

て の 利用 が有望で あ る （Cole・McCarty，1982）．

　 ヒ リ ュ ウ中間台苗木の 育成方法 は 2・3年生 の カ ラ タ チ

に ヒ リ ュ ウ を芽接ぎ し，翌年穂品種を芽接ぎす る の が
一

般的で あ る （湯浅，1997）．こ の 方法は苗木育成に 最低 4

年か か り，ヒ リ ュ ウ の 接ぎ木に 熟練 し た技術を必要とす

る．特殊 な 接ぎ木法 と して 茎頂接ぎ，簡易茎頂接ぎ （高原

ら，1981；高原 ら，1986；高原，1987），胚芽接ぎ （中谷，

1987 ；磯部 ・藤田，1999）が 報告 され て い るが ，ヒ リ ュ ウ中

間台木 の 育成法 として は検討 され て い な い ．一
方，果菜

類で は 幼苗接 ぎ木法 （Lee ら，1998）が 広 く用 い られ て い

る．本報で は ， カ ン キ ツ 類の 発芽後 1 ヶ 月程度 の 幼 い 実生

（幼実生 ）へ ，実生および旧枝由来 の 新梢を接 ぐ接 ぎ木法

の 諸条件を 検討し た．

　一般に，接ぎ木に お い て，台木の 生育を揃え る こ と が

均
一

な 苗を得る ため に必要 となる．本 試験 で は ピ ン セ ッ

トで 外種皮と内種皮を 剥皮す る こ と に よ り，生育が 均
一

な実生 を得 るこ と が で きた．ま た， ヒ リ ュ ウ の 種子 に は
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交雑胚 が 多 く， 親とは 異なるタイ プ の 実生 が発生す る た

め （Roose、1986；Khan ・Roose，1988；Yoshida，1994），

挿 し木繁殖法 も検 討 され て い る （岩垣 ・河瀬，1987），剥

皮操作 に は，多胚種子を選ぶ こ とに より交雑胚 の 混入 を

減 らす効果もあ る が，操作に多大 な労力 を要す る た め，

GA 浸漬処理 や付傷な ど （鈴木・小中原．1985），効率的な

発芽促進方法 の 検討 も今後必要で あ る．実生 の 播種用土

と して は 無菌的な資材が望ま し く，粒径約 5mm の バ ーミ

キ ュ ラ イ トと ピートモ ス を 3：1の 割合で 配合 した とこ ろ，

吸水性 ，保水性 が 優れ生 育も良好だ っ た．

　接 ぎ木法の 検討 に 際して 寄せ接ぎも試み たが，接 ぎ木

部の 固定 が 難 し く実用的で な か っ た，こ れ に 対 し，割 り

接ぎは操作 が 容易 だ っ た，接ぎ木部の固定資材 として 接

ぎ木用 テ
ープ を用 い た 場合，テ

ープの 引 き延ば し と固定

を同時に行う こ と が で き な か づ た，セ ロ フ ァ ン テ ープは

固定 が 容易で あ り，定植後 も自然 に 分解す る た め，固定

資材と して 適 して い た ．接ぎ木操作 に か か る時間は 1本

当た り 2−3 分だ が，掘 り上 げや 台木 と穂木の 調整 な ど に

時間が か か る た め，1 日当 た りで は 150本程度と な っ た．

接ぎ木後は，接ぎ木部 の カ ル ス 形成の た め ，1週間以上多

湿条件下に置 く必要が あ っ た，な お，接 ぎ木後 は台芽か

きを行 う必要が ある が，馴化
。
定植後は通常の 実生と同じ

管理 が 行え た、

　 こ の ように ，幼実生接ぎ木法は 剥皮と馴化 に か な りの

労力 が か か るが ，2001年に追試験と して剥皮 して ない 種

子を UC ソ イ ル （川砂，ピートモ ス ，パ ーラ イ トを 等量混

合）に 播種 して 幼実生 を養成 し，こ れ に割り接ぎを行 っ

た．接 ぎ木後プ ラ ン タ ーに植え付け，ビ ニ ル で覆 っ て 屋

外で管理 した と こ ろ，60 ％ と高 い 活着率が 得 ら れ た

（デ
ータ省略 ）．した が っ て ，剥皮や 馴化操作は 工 夫に よ

りあ る 程度省略す る こ とが 可能 と考え ら れ る．

　カ ラ タ チ と ヒ リ ュ ウ との 相互接ぎ木の 試験結果 か ら，穂

木と し て の 実生 は 剥皮 2週間後で は未展葉 で 活着率 が 低

く，ヒ リ ュ ウ に カ ラ タ チ を接 い だ 場合 に は接ぎ木後の 生

育 が 劣る傾向が み ら れ た．した が っ て ，活着に は 新梢 の

展葉 と あ る 程度の 硬化 が 必要で あ る と考え られ る．台木

と して の 実生 は剥皮 2〜4週間後接 ぎ木区で 活着率 に 差が

なか っ た が，ヒ リ ュ ウ に カ ラ タ チ を接い だ 場合，剥皮 4週

間後接ぎ木区 で 生育が劣る傾向が み られ た，また，台木

の 子葉 が と れ る と接ぎ木後の 生 育が劣る現象 もみ られ た

の で，子葉 か らの 養 分供給 も接ぎ木後の 生育に 関与 し て

い る もの と考え られ る．

　 旧 枝 か ら発生 し た新梢を穂木と して 使う と，幼実生 の

新梢を穂木と した 時 よりも活着率 が 低 か った．こ れ は新

梢 の カ ル ス 形成能力 や 硬化程度が微妙 に 影響 して い る た

め と考 え られ る、 ‘

青 島温州
’
や

‘
清見

’
は 6月 で の 接ぎ木

は成功 しな か っ たが，7月の 接 ぎ木 で はある程度活着した

こ とか ら，接ぎ木時期は新梢 の 硬化時期 に 合 わ せ て 決定

す る必要 か あ る．ま た，寧波 キ ン カ ン は 接ぎ木後穂木が

褐変 して 枯死 し，2年 と も成功 しな か っ た．キ ン カ ン は 発

芽時期がかな り遅 い こ とか ら，接ぎ木適期 に 関 し て 再度

検討が必要 で ある．

　今回確立 し た 接ぎ木法 は，生育初期 の 段階 で ヒ リ ュ ウ

を カ ラ タ チ に接ぎ木 し，そ の 後 は普通 の 実生 と同じ よ う

に 管理す る ため，中間台木の 育成年数が 1年短縮で き，普

通台木と 生育年数を揃え る こ と が 可能 と考 え ら れ る （岩

垣
・
河瀬，1987）．また ， カ ラ タ チ属，シ トレ ン ジ 類，キ

ン カ ン 属，カ ン キ ツ 属 および 育成品種 の 幼実生 由来新

梢 を穂木と して 使え る た め ，多様な 中間台木 の 育成 が 行

え る．一方，交配実生 に は 生育が遅か っ た り土壌適応性

が 低 い もの もあ る の で ，早期に 台木用実生 に 接 ぐこ と は，

そ の 後の 生育 に 有利な場合もあ る と考 え ら れ る．こ の 他，

室内で 行 うた め 天候 に左右さ れ な い ， 台木 の 養成期間 も

最低 2週間 で すむ，穂木と台木用実生 の 生育を揃えれば年

間を通 して 行 える，細 い 穂木や 捻れ て い る穂木の 接 ぎ木

も容易 で あ るな どの 利点 が あ る．しか しな が ら，穂木の

種類 に よ っ て は 活着率が 低 い た め ，穂木の 生育ス テ
ージ

な と
’
活着に 関与す る要因 の 解明 が今後の 課題 で あ る．ま

た，接ぎ木部 の 形態，そ の 後の 生育に及ぼ す影響，経済

品種を接 ぎ木 した時の 収量 ・品質な ど を今後明らか に し

て い く必要があ る．

摘　　要

　剥皮 2−4 週間後の カ ラ タ チ，ヒ リ ュ ウ などの 幼実生台

木へ ，実生 お よ び 旧枝由来の カ ン キ ツ 類新梢を接 ぐ接ぎ

木法 の 諸条件を 検討 した．

　1．種子 は剥皮す る こ とに よ り， 発芽 と厘 育が 均
一と な

っ た ．実生は 25 ℃ の イ ン キ ュ ベ ータ
ー

で 2−4週 間養成

し，子葉 か ら約 5mm の 上 胚軸で 切断し，台木お よ び穂木

として 用 い た．

　2，接ぎ木方法 は割 り接 ぎが適し て お り，接ぎ木部分は

セ ロ フ ァ ン テ ープ で 堅 く固定 した．接 ぎ木後 は ビ ニ ル 袋

で保湿 し 25℃ で 2週間活着を促進 した，そ の 後徐々 に馴

化処理 し，畑土 が 入 っ た プ ラ ン タ
ーな ど へ 植え付け た．

　3＿生育時期が異な る カ ラ タ チ と ヒ リ ュ ウ と の 相 互 接ぎ

木を行 っ た と こ ろ，台木用実生 と して は 剥皮 2，3週間後

が，穂木と して は剥皮 3，4週間後 で 活着率が 高く，接ぎ

木後 の 生育 も良好だ っ た．

　4．代表的な シ ト レ ン ジ類 キ ン カ ン属，カ ン キ ツ 属，お

よ び 育成品種 の 実生 新梢 を カ ラ タ チ 幼実 生 に 接ぎ木 した

とこ ろ，寧 波キ ン カ ン は 60 ％，他は 80 ％ 以上 の 活着率

が得 られ た．

　5．旧枝 か ら発生 した カ ラ タ チ属 　シ ト レ ン ジ類 ，キ ン

カ ン 属，カ ン キ ツ 属，育成品種 の 硬化中の 新梢を カ ラ タ

チ幼実生 に 接 ぎ木 した と こ ろ，活着率に差は あ っ た が，寧

波キ ン カ ン 以外す べ て の 品種 で 接ぎ木が 可能だ っ た ．
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